
第２回ICFサーベイの結果（概要）

2017年７月、FDRG事務局より、ICFの認知度や活用度を調査するため、メンバー国にICF
サーベイが送付された。当室では、2017年開催した第６回シンポジウムの参加者を中心
に当該調査票を配付し、約200人から回収した主な回答の内容を第７回シンポジウムで公
表した。その際、回答者の約７割をST（言語聴覚士）が占めていたため、今回、OT（作
業療法士）及びPT（理学療法士）に対しても、改めて同様の調査票を配布し、約80人か
ら回答があったので、主な回答結果を以下の通り報告する。

１．ICFの使用歴

ICFを使い始めてからの期間は「10年以上」が全体の７割で最も多く、次いで「５年以
上」が２割であった。５年未満の使用歴が約半数を占める第１回サーベィの結果と比較
すると、今回は５年以上の使用歴が多数を占めており、全く異なるデータの傾向を示し
た。

２．ICFの用途

ICFの用途は、「臨床現場」が全体の７割で最も多く、次いで「教育」が３割であっ
た。なお、データの傾向としては前回とほぼ同様であった。
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３．ICFデータの収集源

ICFを活用してデータ収集をしている場合のデータソースは、「本人の自己申告」によるも
のが２割と最も多いが、全体では、「データ収集は行っていない」が３割を占めていた。な
お、データの傾向としては、前回とほぼ同様であった。

４．ICF評価点活用の有無

ICF評価点の活用について、実際に活用しているケースは全体の２割を満たさず、ごく少数
であった。なお、データの傾向としては、前回とほぼ同様であった。

本人の自己申告

代理人による申告

専門家

文献調査

文章、報告、経
験談

データ収集は行っ

ていない

はい

いいえ




